
 

４～６年生   実践事例    

「環境にやさしいクルマの使い方を考えよう」 

 

指導目標 ◎実践結果を評価して行動の結果が社会に貢献できることを実感し、今後も継続して
二酸化炭素削減の行動を行う姿勢を身につける。 

◎環境にやさしいクルマの使い方を学び、普段クルマを使うことで排出される二酸化
炭素を削減するための方法を考え、クルマからの二酸化炭素排出量を削減するため
の計画と目標を設定しようとする。 

◎普段のクルマ利用の仕方を記録し、発表する。 
◎地球温暖化の仕組み及び引き起こされる問題や、公共交通とクルマの二酸化炭素排
出量の違いについて学ぶ。 

公 共 交 通
を 教 材 と
する利点 

普段何気なく使っているクルマの使い方を見直すことで、環境にやさしいクルマの使
い方を考えることができる。 
身近な地域の交通環境を踏まえて、自分たちができる環境にやさしい移動について考
え、行動することができる。 

対象学年 ４・５・６年生   

対応教科 社会科、理科、総合的な学習の時間 

標準校時 ４コマ（＋家庭学習）   

学習構成  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．地球温暖化と交通、市の公共交通の特徴 

・説明スライドで、地球温暖化やクルマと公共交通の二酸化炭素の違い、

市の公共交通の特徴を学習。 

１．普段のクルマの使い方の振り返り 

・１週間のクルマ利用状況を記録し、普段のクルマの使い方に目を向ける。 

３．環境にやさしい移動方法を考える 

・普段のクルマ利用を、クルマ以外の方法に転換できないか考える。 

４．CO２削減プランの作成 

・クルマ利用削減時間を目安に、自分たちができるかしこいクルマの使

い方を考え、CO２削減プランを作成する。 

５．CO２削減プランの実践 

・家庭で CO２削減プランを実践し、その結果を記録する。 

６．実践結果から削減 CO２を計算する 

・CO２削減プランの結果から、削減できた CO２量を計算する 

７．環境にやさしい交通行動に取り組む姿勢を身につける 

・自分たちにできるエコ活動を考え、取り組む姿勢を身につける。 
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